説教要旨「神の栄光のため」

聖書：ヨハネ福音書１１章１－１４
11:1 ある病人がいた。マリアとその姉妹マルタの村、ベタニアの出身で、ラザロといった。

11:2 このマリアは主に香油を塗り、髪の毛で主の足をぬぐった女である。その兄弟ラザロが病気であった。

11:3 姉妹たちはイエスのもとに人をやって、「主よ、あなたの愛しておられる者が病気なのです」と言わせた。

11:4 イエスは、それを聞いて言われた。「この病気は死で終わるものではない。神の栄光のためである。神の子がそれによって栄光を受けるのである。」

11:5 イエスは、マルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。

11:6 ラザロが病気だと聞いてからも、なお二日間同じ所に滞在された。

11:7 それから、弟子たちに言われた。「もう一度、ユダヤに行こう。」

11:8 弟子たちは言った。「ラビ、ユダヤ人たちがついこの間もあなたを石で打ち殺そうとしたのに、またそこへ行かれるのですか。」

11:9 イエスはお答えになった。「昼間は十二時間あるではないか。昼のうちに歩けば、つまずくことはない。この世の光を見ているからだ。

11:10 しかし、夜歩けば、つまずく。その人の内に光がないからである。」

11:11 こうお話しになり、また、その後で言われた。「わたしたちの友ラザロが眠っている。しかし、わたしは彼を起こしに行く。」

11:12 弟子たちは、「主よ、眠っているのであれば、助かるでしょう」と言った。

11:13 イエスはラザロの死について話されたのだが、弟子たちは、ただ眠りについて話されたものと思ったのである。

11:14 そこでイエスは、はっきりと言われた。「ラザロは死んだのだ。
　ヨハネの福音書１１章には、一度は確かに死んだラザロという人物がよみがえったという記事が記されています。福音書の中では死人がよみがえらされたという記事はいくつかあります（ヤイロの娘＝ルカ８：４０以下、ナインのやもめの息子＝ルカ７：１１）。ヨハネは他の福音書に記されていないもうひとつのよみがえりの記事を載せています。
　このよみがえりという大きな事件がいつ起きたか明示されていません。１０章の終わりに、キリストはヨルダンの東、おそらくペレヤ地方で働かれたと記していますが、そこから短時間でラザロが住んでいたベタニヤまではかなり距離があり、数日で歩ける距離ではありません。おそらく、記録されていないとき、キリストはユダヤに近いところで教えを語り続けられていたのではないかと思います。ベタニヤはエルサレムから数キロのところにある村で、そこにマルタ、マリヤ、そして、ラザロという兄弟が住んでいたのですが、マリヤが髪の毛に油をつけてイエスの足を拭いたことは１２章に出てきています。ラザロは病気でした。かなり重い病気であったと思われます。
　マルタとマリヤは人をやって「あなたの愛しておられた者が病気だ」と伝えます。わざわざ人をやって伝えるときに、「貴方の愛する者が病気になった」という表現は奇異に感じます。普通なら「私たちの兄弟」とか、ラザロとかいうはずです。それをわざわざ「あなたが愛している」というのはそこに特別の含意があるとみていいと思います。ベタニヤはエルサレムに近く、そこはユダヤ人がイエスを殺そうと待ち構えている町です。そのような危険なところにキリストを呼ぶというのはマルタ、マリヤにとってもためらうところであったでしょう。しかし、私たちの兄弟は、あなたがとりわけ愛している者です、ということで、危険は承知だがぜひ来ていただきたいという気持ちが含まれていると思います。それほどまで切実な思いが伝わってきます。
　これを聞いたイエスは、「この病気は死で終わるものではない」と言われます。確かにすべての病気は死に直結するものばかりではありません。幸い病気が治る場合もあります。しかし、キリストはそのような意味で語ってはおられません。今日以上に、病気は死と結びついていました。今日でも死は多くの場合、いやほとんどの場合、病気から続きます。その死は終わりではないとキリストはいわれますが、これは驚くべき言葉です。死は終わりではない、死と結びつく病気であっても、その病気は死で終わらない、これはまったく私たちの常識を超えています。私たちは死が終わり、いっさいの人生の終わりであると思っているのです。ところがキリストは、病気は死で終わらないとされますが、死で終わらないならば次に何があるのでしょうか。
　１１節で、キリストはラザロの死の報告を受けます。そのとき、「ラザロは眠っているのだ」と言われます。死は眠りと表象されています。その場合の眠りは永久の眠り、二度と目覚めることのない永遠の眠りだと連想するのですが、キリストはそのような意味でいわれたのではありません。眠りは目が覚めます。眠りならば起こすことができます。ラザロは死んだのです。キリストにとって死は眠りであり、そのまま永久に死んだままになるのではないのです。
　キリストは死をどう見ていたのかこれほどはっきりを語っているところはありません。死は私たちの人生の究極のゴールではありません。死はいっさいの終わりではありません。死はどうすることもできないがんじがらめにしばられた絶望状態ではありません。キリストはそのように死を見ておられるのではありません。
　人間にとって死の問題は避けることができません、それは厳粛な事実です。私たちは未来のことは全然知りません。予測は立ててもそのとおりになるとは限りません。一分一秒先のことだって何が起きるのか予想できないのが私たちです。しかし、確実に予測できることがあります。私たちは必ず死ぬということです。これほど確実な将来はありません。他でもないこのわたしが死ぬことは確実です。

　死のことを語ると聞きたくないと思う人がたくさんいます。教会はもっともっと明るい話をしなければならない。喜ばしい話をもっとしたい、聞きたい。そう言って死について語られると不満をあらわにする人もいます。死について考えるなど縁起でもない。そう言って拒否されます。教会で聞きたいのは心の平安で、死など聞かされると心が暗くなる。そう思うのが普通の人です。死のことばかり、聞かされる、もう結構だ。
　確かに、死の備えをしなさいとか、人間は必ず死ななければならないから覚悟をして生きよ、などといわれますと、聞きたくないと思うでしょう。しかし、キリストはここで、死は終わりではないといわれているのです。死は眠りであって朝がきたら目が覚めるようによみがえるのだとキリストは明言されています。このキリストの言葉を聞いてくだらない、面白くないと聞き流せる人はいるでしょうか。

　ラザロは病気であって死ぬ。それは不可避です。しかし、それで終わるのではない、人は必ず死んでいく、しかし、それで終わりではない。キリストはこのように語られますが、このキリストの言葉はヨハネ福音書全体の要約であるという人もいます。この言葉にこそヨハネ福音書、いや聖書全体の教説が圧縮されて表現されているのです。

　キリストの十字架と復活はキリスト教信仰の二本柱です。これを欠いてはキリストを語ることはできません。キリストを偉大な人生訓の主唱者とみる、あるいは偉大な宗教的真理の開祖、稀なる道徳家、慈善家・・・いろいろにキリストを現わすことは可能です。そのようなキリストは聖書の観点から的を得ていません。また同時に言うことができるでしょう。キリストはただ復活しただけなら、過去そんな驚くべきことを行なった人もいただろう、で終わりです。不思議なことともあるのだなと感心するだけです。いいえ、たいていは信じられないで済んでしまいます。キリストは確かに復活されましたが、そのキリストは信じるものを復活させられます。キリストは復活し、ラザロを復活させられます。これこそキリストの偉大さです。その偉大さがここに記されているのです。
　一度は眠りについた者をキリストは起こしにいかれますし、そのキリストは私たちをも起こしに来られます。私たちはこのことを信じるように求められています。キリストはその愛されたものをよみがえらされます。これは、私たちにとっては驚くべきこと、キリストにとってはもっとも欲すること、そして、神にとってはそれによって栄光が明らかになるのです。私たちは人生の目的は神の栄光を表すことであるといわれるのですが、私たちがキリストのこのよみがえりの力にあずかるならばそれが神の栄光なのです。これにまして神の栄光を現わす事象はありえないのです。
　キリストは、ラザロが重病であると聞いていながら、すぐに行動せず、４日たってからベタニヤに行かれようとします。何故、キリストはこのように遅れるようなことをされたのでしょうか。病気の癒しよりも死人の蘇生のほうが大きな人を驚かせる奇跡です。ベタニヤの住民を驚かせるために遅らせたなどというはナンセンスです。あるいは、そのときは、キリストにはするべきことがいっぱいあってすぐにベタニヤに行くことができなかったという説明もできるかもしれません。キリストがすぐ行動を起こされなかった理由は別にあると思います。ベタニヤはエルサレムに近く、そこにいるユダヤ人はキリストを見つけると石で殺そうとするくらい敵意に満ちていました。そこへ行くことは危険でした。キリストはご自身の運命をむろんよくご存知でした。そのときは定められていました。キリストにとってベタニヤに行くことは神が定められたときを早めることになりかねません。キリストはだからすぐにベタニヤに行かれなかったのです。ベタニヤは危険すぎたのです。神のご計画を変更することができない。これがキリストの思いであったでしょう。キリストは四日経ってから決断されます。その間、決してキリストは時間を無駄に過ごされたのではありません。
　キリストは、昼間は１２時間あるといわれますが、これは一日をさしています。夜は計算されていません。なぜなら、夜は行動するにはふさわしくありません。今日のように夜は真っ暗です。夜になれば行動は阻害されます。９節の「世の光」は何か象徴的な意味はなく、昼輝く太陽をさしているのだと思います。キリストは太陽が照っている今、行動をすると宣言されていると解釈します。
光がない間は行動しない。キリストはラザロのために、ご自身に定められていないときでも行動を起こされるのです。即ち、キリストはご自身にとって重大な計画変更になるとしてもラザロを起こしにいかなければならないと決断されたのでした。それは重大な決断です。それまでして、ラザロを死から起こしにいかれるのです。
　私たちは、キリストがそこまで心の中に葛藤さえある中で、死人をよみがえらせることをよしとされます。死は人間にとっては不可避です。そして、死は深刻な事態です。これをひっくり返すようなわざは私たち人間にはまったく理解不能です。ありえないことを起こすのです。これがキリストの決心です。

　キリストは決意したからには断固としてベタニヤに行かれます。そこが如何に危険であっても行かれるのです。そして、ラザロの復活、一度は死んだものがよみがえるという大奇跡を行なわれますが、こうして、神の栄光が現わされます。そして、私たちは信じるようにされます。このことは信じるしかありません。(この項おわり)　　

